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ポストコロナ社会に向けた研究シーズ・アイデア紹介

①医療・防疫領域



Group 7
医療・防疫セッション

リモート医療／検査システム
医療

西村多寿子
[電気系]

自宅療養中の患者の呼吸状態悪化を医療機関に知らせる
システムの構築

矢谷浩司
[電気系] 指定感染症自宅療養者のソーシャルモニタリング

小谷潔
[先端学際・精密]

物理的に孤立した個人環境における医療格差と
社会参画障壁の解消

中川桂一
[精密・バイオエンジ]

高度な運転管理技術を要する体外循環装置の
自動制御システムあるいは運転ナビゲーションシステム

富井直樹
[疾患生命工学センター]

在宅医療を高度化する，医療機関(病院)で使われるものと
同等の性能を有する，訓練されていない非医療従事者でも
使用できる医療機器

杉山弘和・太田誠一・
Badr Sara [化学システム] 次のパンデミックを見据えた治療薬生産供給システムの設計

コーディネーター：酒井崇匡

モデレーター: 杉山弘和



コーディネーター：笠間敏博
モデレーター: 小関泰之

医療・防疫セッション

リモート医療／検査システム
検査・診断
笠間敏博・長谷哲成・
與語直之 医療のリモート化を実現する在宅検査システム

太田誠一 ロバストな医療社会システムの構築に向けた
セルフ・スクリーニング検査技術の開拓

徐偉倫・大宮司啓文 Post-COVID-19 Remote Medical Diagnosis

高井まどか・三宅亮・
次世代医療技術研究会

ウィルス捕集から“環境中のウイルス分析”および
“ウイルス感染のその場診断”

石川顕一 ウェアラブルデバイスを活用した全国民毎日検査による、
経済・文化活動維持

渡辺正峰 深層学習による新型コロナウィルス感染デジタルツインの同化

Group 8



Group 9
医療・防疫セッション

リモート医療／検査システム
予測・予防
酒井康行・西川昌輝

[化学システム]
生理学的培養ヒト肺胞デバイスと数理モデルによるヒト個および集団
へのウィルス影響予測

岸暁子・鄭雄一・中村正祐・
Thomas Svesson

[バイオエンジ]
遠隔技術を用いて予防医療・重症化予防をする技術 〜Connected 
Health〜

岸暁子・鄭雄一・中村正祐・
Thomas Svesson

[バイオエンジ]
超マルチオミクスデータによる健康長寿支援深層学習 アルゴリズム
の創成する技術

佐久間一郎・浅間一・小林英津
子・山下淳・太田順

[精密・バイオエンジ]
医療機関における管理区域(レッドゾーン)における既存機器では計測
できない，現状人が目視で行っている患者関連情報の遠隔モニタ技術

佐久間一郎・中川桂一
[精密・バイオエンジ]

医療機関におけるエアロゾルの可視化とリスクアセスメント・リスク
マンジメント

佐久間一郎
[精密・バイオエンジ]

強毒性を持つ病原体に関する生物医学的な Wet な実験を無人で安全に
行うための Laboratory Automation System

コーディネーター：西川昌輝
モデレーター: 山東信介





Group 11
医療・防疫セッション

防疫
殺菌・飛散防止
山口和也・鈴木康介
[応用化学] 抗菌・抗ウイルス性を有し臭気物質を高効率で酸化除去可能な触媒開発

小林肇・合田隆
[システム創成] 見えない敵を可視化する

杵淵郁也・山田崇恭・
長藤圭介・鈴木雄二
[機械工学]

飛沫感染防止のためのバーチャル・ウォールを実現する流体デバイス

新原隆史・宮本英昭・
茂木勝郎・逸見良道
[システム創成]

隕石試料ハンドリング技術を応用した卓上型エアカーテンの実用性の検討

佐藤将太・長岡風吹・
師井滉平・霜垣幸浩・
百瀬健・出浦桃子
[マテリアル工学]

感染第2波を回避しつつ社会活動を速やかに再開する超高機能マスク

コーディネーター：新原隆史

モデレーター:長汐晃輔



ポストコロナ社会に向けた研究シーズ・アイデア紹介

②ニューノーマル領域 求 幸年（物理工学専攻）

6月27日開催の「ポストコロナ社会の未来構想シンポジウム」

ニューノーマル関連セッション

Group 3：新しい生活様式「ライフスタイル」

Group 4：新しい生活様式「コミュニケーション」

Group 5：ソーシャルディスタンス

Group 6：課題抽出・解決方法論

上記セッションにおけるご発表から、以下の5件をご紹介いたします。

(1) AI・アバターが拓く人間に優しい未来社会 鄭雄一教授[バイオエンジニアリング専攻]

(2) モバイルチェックインアプリMOCHA 川原圭博教授[インクルーシブ工学連携研究機構
機構長・電気系工学専攻]

(3) エッジコンピューティング型オフグリッドスマートシティ構想 片桐祥雅上席研究員

(4) 「テクノロジー・インフォマティクス」を活用したアフターコロナ社会に向けた政策立
案や中期ビジョン策定等の支援手法の開拓 坂田一郎教授[技術経営戦略学専攻]

(5) 視線計測と筆跡分析による思考プロセスの追跡 多田舜一[システム創成学専攻修士2年]



佐藤賢志郎 [電気電子工学科] コロナ禍の地元飲食店による給食サブスクリプションの提案

CHEN Yingting・菅野太郎
[システム創成学専攻]

To develop better facilitation guidelines for synchronous online 
collaboration by using observation and experimental approaches 

門脇ゆうき [建築学専攻] リモート化が進む都市部において、働く場所としての環境が既存の住環境に
求められたときの住まいの形の変化と課題

藪智明・原田和樹 [機械工学専
攻]井田侑助・吉野純司 [機械
工学科]

バーチャル買い物

若島久幸・李肇維
[システム創成学専攻]

EC 拡大時代を見据えたマルチモーダル輸送システムの研究 〜ロジスティク
ス強国を目指して〜（若島）

飯塚隆介
[システム創成学専攻]

インフォデミックと購買行動の分析

山崎嵩拓 [都市工学専攻]･
松井健太 [建築学専攻]

ポストコロナの都市の体感:自転車が変える速度と地表の感覚という観点か
ら

コーディネータ：若島久幸
モデレータ ：塩見淳一郎

鄭雄一 [バイオエンジニアリ
ング専攻]

AIアバターが拓く人間に優しい未来社会

Group 3
ニューノーマル・交通・都市セッション

新しい生活様式「ライフスタイル」



モデレーター:藤田香織教授
コーディネーター:三好智也特任助教

Group 5
ニューノーマル・交通・都市セッション

ソーシャルディスタンス
薄井宏行 [都市工学専攻] 滞在者人口による人間(じんかん)距離の確率分布の推定とsocial 

distance達成状況の可視化：滞在者密度から算出

小笠原瑞姫 [システム創成学専攻] 混雑緩和システム
飯塚哲也 [システムデザイン] ソーシャルディスタンスの維持に必要なミリ波技術を活用したポスト

5G広帯域通信技術と生体反応モニタリング技術ミリ波集積回路、高精
度周波数生成、各種変換器

三好智也 [機械工学専攻] COVID-19状況下でサステナブルなウエアラブルセンサネットワーク
によるSocial Distancingアドバイザの提案 ウエアラブルセンサネッ

トワークによるSocial Distancingアドバイザの開発
山崎由大 [機械工学専攻] バーチャルセンサーシステムによる状態推定安価なセンサーを組み合

わせた情報取得・推測技術の開発
川原圭博 [電気工学専攻・情報理

工・情報学環]
・ポストコロナ社会の「場」のデザインとそれを可能にする計測・給
電・製造技術に関する研究 ERATOにおける議論に基づく一連の提案
・眼鏡型骨伝導音響デバイスによる適切なソーシャルディスタンスの

確保とコミュニケーション補助
・BLEビーコンを用いた近接情報とモノとのインタラクションの自動

記録システム近接アラート
・衣服を介した無線センシングプラットフォーム

・リストバンド型RFIDタグを用いたマイクロ波位置推定を可能にする
送信波形の設計



モデレーター:求幸年教授
コーディネーター:川崎昭如特任教授

Group 6
ニューノーマル・交通・都市セッション

課題抽出・解決方法論

村上存 [機械] コロナウィルスに対応する社会を実現するための課題発見研究
松井健太・山崎嵩拓 [建築・都市] 自宅から始まる都市計画―自分が住む生活環境への主体的アクション

川口翔平・信夫あゆみ [建築・都市] 「情報化」と「都市」の関係を考察するオンラインワークショップ

田島芳満・水圏環境グループ [社基] 「アウトブレイク・マネジメント学」の創出：リモート社会における
巨大水災害レジリエンスの向上

竹村知洋 [シス創] 政府の規制緩和意思決定に供与する感染症数理モデルの実行再生産数
Rtの推定

石川顕一・小芦雅斗・坂上和之・湯本
潤司・三尾典克・田丸博晴・小林洋平
[原子力・UT-PSC・IPST・LASOR]

社会全体と研究の CPS(Cyber-Physical-System)化

田島芳満・加藤耕一・横張真・浅見泰
司・小澤一雅・石田哲也・羽藤英二
[社基・建築・都市]

ウィズ/ポストコロナにむけた次世代都市研究のクロスプラット
フォームの構築

片桐祥雅 [バイオ] エッジコンピューティング型オフグリッドスマートシティ構想
増田造・秋元文 [バイオ・マテリアル] 「菌」を共通のキーワードとして、分野横断的な連携
坂田 一郎・浅谷公威・大知正直・山野
泰子[技術経営戦略専攻]

「テクノロジー・インフォマティクス」を活用したアフターコロナ
社会に向けた政策立案や中期ビジョン策定等の支援手法の開拓



ポストコロナ社会に向けた研究シーズ・アイデア紹介

③ 交通・都市領域



コーディネーター：森川 想
モデレーター: 宮本英昭

Group 12ニューノーマル・交通・都市セッション

交通・運輸

大知正直・坂田一郎・森純一郎・
榊 剛史 [TMI] 外出需要喚起に向けた事業者横断型乗降データ分析システムの構築

安川和孝
[創成] 自動運転技術を基盤とする次世代公共交通インフラシステム

成末義哲
[電気] 自動化基盤としての高信頼・低遅延な情報通信技術

柴崎隆一・青山和浩・川崎智也
[レジリエンス・人工物・東工大]

社会の安定を支えるという観点からのグローバル物流ネットワーク
の再考

田中謙司
[TMI] 物流データの都市サービスへの積極活用の可能性研究

森川 想
[社基]

ポストコロナ社会の物流と消費、労働とサービスの在り方に関する
研究
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